



































































































































































　　　　　小  項  目 
 1   人を動かす・躍らせる 
 2   みんなをひとつにする 
 3   楽しみに行う 
 4   大きな音・声で知らせる 
 5   わらべ歌・あそび歌 
 6   仕事と音楽をくっつける 
 7   子守唄 
 8   自分を表現する 
 9   仲間になる 
10   音楽を仕事とする 
11   音楽に癒される・楽しくなる 
12   社会に役立つ 
13   人生を左右する 
14   教えたいこと 
15   教養として習う 
16   幸運を連れてくる 
17   音・音楽でその存在がわかる 
18   記憶をするための歌 
19   楽器 
20   動物などが演奏する 
21   オーケストラなど演奏会 
22   練習風景 
23   特色のある歌 
24   パレード 
25   おばけの歌 
26   オペラ 
27
   はじめは下手だったが上手にな
る 
28   嫌い・うるさい 
































































































　　　　　小  項  目 
30   得意芸を披露する 
31   演奏が下手 
32   行事や特別の日の音楽 
33   懐かしい音楽 
34   民族の音楽 
35   音楽に人の面影 
36   文化の価値が音楽でわかる 
37   ホール・美術館など 
38   歴史を歌った絵本 
39   音楽に心惹かれる 
40   特別な表現 
41   心が音楽に反映 
42   見る・聞くことで自分も真似る 
43   自由を謳歌する 
44   好きな音で満たされる 
45   雰囲気に合った曲を作る 
46   音楽に合わせた動き 
47   言葉と音のイメージ 
48   ものと音楽のイメージ 
49   色彩と音楽 
50   人と音楽のイメージ 
51   形と音楽のイメージ 
52   自然から聞こえる音 
53   バックグランドミュージック 
54   生活の中から聞こえる音 
55   地球上で初めて聞く音 
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［絵図 ８－１］浜辺で演奏する ［絵図 ８－２］羊に囲まれて演奏する 
［絵図 ８］雰囲気に合わせて演奏する『オオカミくんはピアニスト』 











































































































［絵図 12－１］ ［絵図 12－２］ ［絵図 12－３］ 
の中で解説している[25]。例えば図７のように、傘を開いたり閉じたりする場面、傘を揺らす場面において
はその形を音符の上に描き、そこに音符を置いていくと、動きにぴったりの伴奏音楽を作曲することがで
きる。また、形のないものは視覚的なイメージを楽譜の上に再現する。曲の後半の揺れる部分がそれに当
たる。
〈共感のしわざ〉
『るるるるる』のようにオノマトペは、動きを言葉にしたものであるが、すぐに物の動きを連想させ、そ
れに伴って実際に聞こえる音をフィードバックさせる。したがって、五味太郎の言葉の一連の本は、音を
こだまさせる絵本といえる。子どもたちは同じ文字の羅列でも、そこに、事物のもつ意味をこめて、身体
表現するところまで付き合っていく。
｢色彩と音楽｣は『うたがみえるきこえるよ』において、「みなさん！わたしにはうたがみえます。音楽がえ
がけます。色もきこえます。わたしは空のにじにふれ、大地のいずみをかんじます。わたしの音楽はひと
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図６　ぐりとぐらの楽譜［23］ 
図７　身体表現のための曲［26］ 
りでにかたりだし、色はおどりはじめます。さあ！あなたも耳をすませ、空想のつばさをひろげて、絵本
のなかのうたをみてごらんなさい［27］」の１ページのみに示される文章に顕著である。モノトーンのヴァ
イオリンニストがやってきて、ヴァイオリンを奏ではじめる。音がはじけているような感じで、ドンドン
色彩を帯びた音のイメージ図が展開する。最後には同じ格好のヴァイオリニストが同じ格好で演奏してい
るが、音楽が豊かに響いてカラーの絵がぴったりになる。
色がついていくことで、調子の良し悪しが見えるのは『ちいさいきかんしゃレッドごう』にもみられる。
「色と色のもつ抽象性は子どもにまっすぐ語りかける。・・・色によって子どもたちは絵本の中とおなじよ
うに、目に見える世界のすばらしい感覚的な楽しみの中へ導かれていく［28］」とマーシャ・ブラウンもい
うように、色によって子どもたちの音楽が華やかに鳴り響くのである。
〈オノマトペによるリズム性が音楽を奏でる〉
「宮澤賢治を読んでいると、ずぅーっと音楽が鳴り響いている［29］」と不思議に思っていることを、福
音館書店の斉藤は『だから子どもの本が好き』の中で述べている。如月は『童話学がわかる』の中の「五
感で感じる賢治の世界」の項で「賢治の世界は五感を刺激する。・・・・詩人でもあった賢治のことだか
ら、言葉の音的側面の持つ効果に対してはことのほか敏感であったろう［30］」と彼の自在さ力強さをもつ
オノマトペの魅力を讃えている。本論文で取り上げた彼の作品は『セロ弾きのゴーシュ』『どんぐりと山猫』
『月夜のでんしんばしら』『雪わたり』であるが、宮沢賢治については『宮澤賢治の音楽』という本があり、
そこに作曲された曲も掲載されているぐらい、音楽が聞こえてくる作家として知られている。『月夜のでん
しんばしら』の「ドッテテ　ドッテテ　ドッテテド」というような特別なオノマトペから曲が湧き上がる
のである。
「左脳が知覚するものは、直線的で、連続的で、因果関係をもち、集中的で、明示的で言語で表現される
ものー典型的な西洋風の「合理的」思考―である。これに対して右脳が知覚するものは、非直線的で、同
時発生的で、因果関係がなく、散漫としていて、言語化されることがなく、空間的なものである。つまり、
典型的ないわゆる原始社会の「非生産的な」思考である。［31］」というように、左脳と右脳が作用する、
聴覚と視覚の共感の世界がひとつの刺激により展開される。これは幼児の教育面に言い換えると、次のよ
うにも言い換えられる。
渋谷はその著『いまこそ子どもに読書の喜びを』の「美しい作品世界のイメージ体験」の項の中で「〈ス
トーリーの絵本〉の体験というのは、生き生きとした〈イメージ体験〉と結合させながら、幼児の身につ
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［絵図 13］色彩の豊かさで音楽のイメージを描く『うたがみえるきこえるよ』 
けさせるということです。それは、こうも言いかえられます。つまり、ことば表現（言語形象）のもって
いるイメージを、視覚的（絵画）形象の助けを借り、それと融合させながら、あざやかに生き生きと描き
出す能力を幼児の内面に育むことです［32］」と美しい作品世界のイメージ体験を説明している。音楽は耳
から多く入ってくるものではあるが、それはあくまで子ども個人の周囲にあふれるいつもの、あるいは決
まったものが多い。したがって、①音楽にまつわる豊かな情報は絵本からの視覚的な情報により、より生
き生きと自分のものにすることができる。②視覚的な左脳の働きを、音を感じるという右脳の働きを引き
起こし、より脳を活発に使用することができるのではないか。絵本を見た子どもが自分で自主的に自由に
響かせるもの、それが絵本の音楽なのである。
〈空間を占める色と形と面積〉
『楽園』の絵はまさしく、音の状況を空間を占める色と形と面積で示している。壁を越えてきている青い
塊は、耳を押さえる男の絵とともに迷惑な感じを示している。迷惑な音の響きは帯状に長く、離れている
ところがむしろ太くなっていて、迷惑さが迫ってくる。仲良くなったときには、男の声は紫色になり、オ
レンジ色の小鳥の声と絡み合って丸い形をなししかも二つが絡み合い、いかにも仲良くなった感じに描か
れる。色彩に加えて、空間における図の面積、形、その絡み方などが音の質を伝える。
〈楽器や演奏する人の描写から想像できる〉
楽器のもつ音は、その楽器の音色をどこかで聞いていたり、形からおおよその想像がつく。それは記憶
をたどるものであったり、形や大きさから推察するものであったり、ある楽器にまつわる話であると、そ
の楽器の音が響く。また、演奏している人の並列的な描き方は音を聞いているものがどのような気分にな
っているかを伝える。『ラッパをならせ』のひどい音を聞いているウサギの耳のねじれ・象がくしゃくしゃ
に縮んでいる姿、木から落下する鳥、などの表情はそれをよく表している。すばらしい演奏の場面では多
くの人々が集まって描かれていることや楽しげに踊る様子、平和になる姿などからそれがわかるが、よい
演奏が聴衆を集めることは頭で既に学習されているからであろう。
〈読む人の心の中で奏でられる音楽〉
総じて絵本から音楽が聞こえてくるのは読んだものが自分の心の中で創っていく時間の流れに従う抑揚
感である。田川は『こどもに贈る本』の中で、「音楽が読む人の心の中で飛翔する」の項で、音楽がいった
ん視覚化されると、その音楽はそこに固定される。しかし、本来そうならない、「見えない飛翔」こそが音
楽の魅力なのだから［33］」と述べている。絵本の中の音楽は読む人が作るイメージの映像である限り、躍
動感が消えることはない。
同じ本の中で、池田も『ベンのトランペット』を読みながら、最初から「トランペットの音を聞きなが
ら頁をめくった。・・・・言葉と、豊かな想像力をかきたてずにはおかない視覚的表現とがいったいとな
って獲得しているものである［34］」という。筆者も、同じ体験をしたのは、絵そのもののから受ける音の
刺激と、お話そのものがトランペット奏者の生活から形作られていることなどが音を作ってしまって、頭
の中で響いている経験をしている。
『昔話とこころの自立』の中で松居は「意識と無意識の狭間の中でー「大工と鬼六」の中で、「内なる子ど
もの声に耳をかたむけよ［35］」、と森の中から聞こえてくる声をわらべ唄・子守唄というキイワードを用
いて、無意識からの声を描いている。子どもの場合はこういった無意識の流れ、言い換えれば、子どもの
もつ音楽性が大人とは違った音を響かせることが予想される。
「ブレイクの絵の舞踏的な詩法をうけとったのは、子どものために詩の本を作ることをはじめたクレーン
やコールデコットではないでしょうか［36］」と堀内が『ぼくの絵本美術館』でいうように、絵本そのもの
に躍動感をこめて作られたものも多い。それももちろん音楽が聞こえる絵本ではあるが、見えない飛翔、
つまり、人の心の中に創られた抑揚に加えて、絵本以外の生活で培われた音に対する情報を総動員すると
いう作業が行われているのではないか。
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おわりに
本研究は子どもの身体表現に大きな刺激となる音楽を、絵本からどのように得ているかということから
出発したものであるが、人の持つ共感刺激として絵本は、子どもには音の響きを楽しむと同時に、想像力
を利用して音を作ることで音が聞こえてくることがわかった。それであるならば、子どもの動線を長くし
て、いわゆる体験を豊かにすることで、想像力の基礎がしっかりしていることが大切であろう。また、人
生に役にたつ存在としての音楽の姿も知ることができた。絵本から聞こえる音は、そのまま身体の動きと
なって、身体による表現を引き起こすと同時に、音が聞こえたことによって、表現するさまざまな具体的
なものを想像することで、身体表現がより豊かになるであろうことも予想された。
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